
現状
〇スマートフォンやタブレット端末
を利⽤したことのない委員や
推進委員が多数あり。

○令和6年6⽉から全委員にタブレ
ットが配布されたことから、タブ
レット端末活⽤に向けた取り組み
を⾏った。

①取組開始前の状況や課題

タブレット端末研修会（令和6年6⽉）
〇岐⾩県農業会議の職員の⽅を講師として招き、タブレット端末の研修会を開催

⽬標地図の貸付希望農地の共有
○⽬標地図における貸付希望農地のPDFを委員・推進委員が共有することにより、
今後の最適化活動に取り組む際の参考資料とする。

現地確認アプリの活⽤
○現地確認アプリが利⽤できるよう、全農地を登録し、
現地確認の際に利⽤できることとした。

②取組内容

○現地確認の際に現地確認アプリを活⽤し、農地情報を蓄積する。
○貸付希望農地や現地確認アプリを活⽤し、今後の利⽤集積につなげる。

③今後の展開と⽅向性

「タブレット端末の活⽤に向けて」

【地域の概要】
○美濃加茂市は、岐⾩県の中南部で⽊曽川と⾶騨川の合流地点に位置する
○ＪＲと⻑良川鉄道が乗り⼊れ、主要幹線が市内を縦断するなど交通の要衝として、⼯業や商業が発展する
○耕地⾯積は1,190ha（⽥730ha 畑456ha）で、⽔稲を中⼼に施設園芸や果樹の⽣産が盛ん
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